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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
救
急
患
者
受
け
入
れ
拒
否
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
六
月
三
日
に
総
務
省
消
防
庁
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
同
日
時
点
で
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
百
八
十
六
号
）
第
三
十
五
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
傷
病
者
の
搬
送
及
び
傷
病
者
の
受
入
れ
の
実
施
に
関
す
る
基
準

（
以
下
「
実
施
基
準
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
協
議
並
び
に
実
施
基
準
に
基
づ
く
傷
病
者
の
搬
送
及
び
受
入
れ
の
実
施
に
係

る
連
絡
調
整
を
行
う
た
め
の
同
法
第
三
十
五
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
既
に

設
置
し
て
い
る
都
道
府
県
は
四
十
五
団
体
で
あ
り
、
未
設
置
で
あ
る
神
奈
川
県
及
び
佐
賀
県
も
同
月
中
に
設
置
予
定
と
回
答

し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
六
月
二
日
に
開
催
し
た
「
平
成
二
十
二
年
度
全
国
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
連
絡
会
」
に
お
い

て
は
、
実
施
基
準
に
つ
い
て
、
先
進
団
体
か
ら
の
報
告
を
基
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
国
か
ら
実
施
基
準
の
早
期
策
定

を
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

一



実
施
基
準
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
等
の
関
係
機
関
と
の
調
整
に
要
す
る
時
間
、
救
急
搬
送
の
現
状
に
関
す
る
調

査
・
分
析
に
要
す
る
時
間
等
が
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
完
了
時
期
の
目
安
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
都
道
府
県
に
対
し
、
実
施
基
準
の
早
期
策
定
を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続

き
早
期
に
策
定
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
未
設
置
の
団
体
に
対
し
、
直
ち

に
設
置
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
中
の
救
急
搬
送
を
対
象
と
し
て
総
務
省
消
防
庁
が
実
施
し
た
「
救
急
搬
送
に
お
け
る
医
療
機
関
の
受
入
状

況
等
実
態
調
査
」
の
結
果
で
は
、
重
症
以
上
傷
病
者
の
救
急
搬
送
に
お
い
て
消
防
機
関
か
ら
医
療
機
関
に
対
す
る
傷
病
者
の

受
入
れ
の
可
否
に
係
る
照
会
回
数
が
四
回
以
上
の
事
案
数
の
都
道
府
県
別
の
内
訳
は
、
北
海
道
百
十
一
件
、
青
森
県
十
三
件
、

岩
手
県
五
十
七
件
、
宮
城
県
五
百
二
十
三
件
、
秋
田
県
八
件
、
山
形
県
二
十
三
件
、
福
島
県
二
百
四
十
一
件
、
茨
城
県
三
百

九
十
件
、
栃
木
県
二
百
九
十
件
、
群
馬
県
二
百
七
十
九
件
、
埼
玉
県
千
七
百
三
十
八
件
、
千
葉
県
八
百
二
十
六
件
、
東
京
都

二
千
九
百
三
十
一
件
、
神
奈
川
県
九
百
十
九
件
、
新
潟
県
百
七
十
六
件
、
富
山
県
十
七
件
、
石
川
県
二
十
八
件
、
福
井
県
四

件
、
山
梨
県
九
十
一
件
、
長
野
県
二
十
七
件
、
岐
阜
県
三
十
五
件
、
静
岡
県
九
十
三
件
、
愛
知
県
七
十
六
件
、
三
重
県
二
百

二



三
十
二
件
、
滋
賀
県
二
十
二
件
、
京
都
府
百
八
十
一
件
、
大
阪
府
九
百
六
十
三
件
、
兵
庫
県
九
百
七
十
七
件
、
奈
良
県
五
百

件
、
和
歌
山
県
六
十
件
、
鳥
取
県
六
件
、
島
根
県
一
件
、
岡
山
県
百
八
十
四
件
、
広
島
県
二
百
二
件
、
山
口
県
六
十
二
件
、

徳
島
県
七
十
八
件
、
香
川
県
七
十
二
件
、
愛
媛
県
六
十
件
、
高
知
県
六
十
一
件
、
福
岡
県
七
十
四
件
、
佐
賀
県
八
十
八
件
、

長
崎
県
九
十
四
件
、
熊
本
県
二
十
六
件
、
大
分
県
六
十
四
件
、
宮
崎
県
百
四
十
九
件
、
鹿
児
島
県
百
八
件
及
び
沖
縄
県
四
件

と
な
っ
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
具
体
的
な
目
標
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
医
療
資
源
等
の
状
況
に
応
じ
て
都
道
府
県
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
定
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
た
め
、
政
府
と
し
て
は
、
都
道
府
県
が
設
置
す
る
協
議
会
に
お
い
て
、
目
標
の
設
定
に
つ

い
て
検
討
す
る
よ
う
要
請
し
て
ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
お
い
て
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
運
営

費
に
対
す
る
補
助
、
受
入
医
療
機
関
の
選
定
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
患
者
を
確
実
に
受
け
入
れ
る
こ
と
と
さ

れ
た
医
療
機
関
に
対
す
る
空
床
確
保
の
た
め
の
補
助
等
を
行
う
経
費
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
二
次

三



救
急
医
療
機
関
へ
の
助
成
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
地
方
財
政
措
置
を
講
ず
る
な
ど
救
急
医
療
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
都
道
府
県
に
お
け
る
実
施
基
準
の
策
定
を
促
進
す
る
な
ど
、
消
防
機
関

と
医
療
機
関
の
連
携
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
救
急
搬
送
の
円
滑
化
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

四


